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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】架空送電線路に使用する電線（より線）相互あ
るいはワイヤーとを延線クランプによって仮接続するた
めに楔を打込んて電線を把持する工具であって、延線ク
ランプと電線との着脱作業を安全かつ確実に行う治具の
提供。
【解決手段】延線クランプ本体３の中心軸と押込（打込
）用ボルトネジ５の中心軸とが同一軸になるようクラン
プ固定金具４とボルトネジ５を把持する軸受金具６とを
一直線状に対隅させて固定フレーム２に固定して楔打込
用の治具１を構成する。楔をボルトネジ５を螺挿操作し
て、より線の芯線に押込（押圧）み嵌挿した後、楔と電
線との把持力を確実にするため、ハンマーを使ってボル
トネジ５を叩打することにより楔の打込み（押込）量を
調整する。これにより楔が偏心することなく電線の中心
部に打込まれ、延線クランプ３により仮接続された電線
に適正な把持力が得られる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　架空送電線に使用する電線（鋼心アルミ撚線などのより線）相互または電線と牽引用ワ
イヤ－とを仮接続して延緊線するために使用する延線クランプの楔を打込む手法であって
、
　延線クランプ本体の中心軸とクランプ本体に挿入した電線の芯線に打込む楔の中心軸と
その楔を押込み打込むためのボルトネジの中心軸とが同心軸で一直線状に配列するため２
枚一組のア－ム材（枠体）にクランプ本体を固定する金具とボルトネジを把持する軸受金
具とを対隅的、一体的に装着して固定フレ－ムを構成すことを特徴とする延線クランプの
楔打込用治具。
【請求項２】
　固定フレ－ムの左側部にクランプ本体を固定する金具によってクランプ本体を固定し、
その右側部に押込（打込）用ボルトネジを把持する軸受金具によってボルトネジを固定す
る。クランプ本体の中に切断した電線の末端部を挿入し、その電線の末端がクランプ本体
より１ｃｍ程度とび出た状態とする。より線の芯線にマジックで目印をつけ、その芯線に
楔の尖端を押し当て、ボルトネジにより楔を押込んだ後、打込器とハンマ－によって楔を
所定の位置まで打込むことを特徴とする請求項１に記載の延線クランプの楔打込用治具。
【請求項３】
　押込（打込）用ボルトネジの前端に押込（打込）用ヘッドを装着した後、ボルトネジの
後端に装着の打込用ナットをラチェット操作（螺挿）して楔を芯線に押込み被嵌する。
　楔のヘッド（後頭部）が電線の末端より１ｃｍ程度出た状態でラチェットによる押込み
操作を止めた後、軸受金具の締付ボルトを緩めてボルトネジを掴持した状態の軸受金具を
ア－ム材（枠体）に穿設した締付ボルト用長溝孔の調整幅まで後退させた後、ハンマ－に
よって楔を所定の位置まで打込むことにより打込んだ楔とクランプ本体内の電線との間に
適正な把持力を確保することを特徴とする請求項１に記載の延線クランプの楔打込用治具
。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、架空送電線に架設する電力線のように数本の素線（銅線およびアルミ線）
が同心円的に幾層か撚り合わされた電線（より線）の中心に芯線（中心素線、鋼線）が内
包された電線（鋼心アルミより線等）を電線相互あるいは電線とワイヤロ－プ（以下、ワ
イヤ－という）とを仮接続して牽引する場合に使用する連結牽引用工具に関し、テ－パ－
付の楔を電線の芯線に打込んで電線を的確に把持して仮接続した電線を好適に牽引するた
めに使用するくさび型延線クランプ（以下、延線クランプという）の楔装着（打込）用治
具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、送電線の建設、補修、撤去といった工事において電線相互あるいは電線とワイヤ
－とを仮接続して電線を延緊線する連結牽引用工具として、一般的に延線クランプ（本体
、楔、打込器、打抜器、クレビス、コネクタ－等の金具より構成）が使用されており、図
９に示すように、切断した電線の末端部を延線クランプの本体の中に挿入し、その電線の
芯線をマ－キングした後、その芯線に楔（中心に貫通孔をもつテ－パ－ピン）を打込器と
ハンマ－を使って打込み押圧することにより楔を電線の中心部に押込み、その押込力によ
る押圧抵抗によって電線を挟持している。
【０００３】
　しかし、建設工事のように楔を打込む現場が地上であれば、このような手作業を容易に
行うことはできるが、改修工事のように既存の鉄塔上で電線を張替、補修、撤去するよう
な高所作業においては、足場も気象条件も悪く、不安定な状態での電線仮接続となるので
容易な作業ではなかった。
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【０００４】
　上記のように鉄塔上（塔体または塔体外）において電線相互あるいは電線とワイヤ－と
を延線クランプを使って仮接続をする作業は、通常、３人の作業員によって行われており
、延線クランプ内の電線（より線）に楔を打込む工具も、電線が細い場合は、ハンマ－を
使っい、電線が太い場合は、油圧ジャッキ付着脱機（以下、油圧式打込機という）を使っ
ているが、いずれもタワ－ホ－ム（作業梯子）を使用した塔体外乗出し（宙乗）作業であ
り、不安定な状態で工具の手渡し、電線のクランプ内挿入、楔の打込み、クレビス、コネ
クタ－などを取付ける作業なので電線の延線クランプ装着は容易ではなく、その状況下で
ハンマ－や重機工具を使って楔を電線の中心部に打込む作業や楔を所定の位置まで確実に
打込み、押圧力によって電線をクランプに圧着させる作業などを安全、容易かつ確実に行
うことは難かしく、仮接続後の電線に適正な把持力を期待することができなかった。
【０００５】
　そのため、適用する電線サイズが２４０ｍｍ２以下（小サイズ）の場合は、２人の作業
員が打込ハンマ－を使って電線の延線クランプへの取付け取外しを行っているが、それよ
り太い電線の場合は、打込力が不足するため、適正な把持力が期待できないのでハンマ－
に替わる工具として油圧式打込機を使っているが、その重量が６～３７ｋｇと重いため上
述のように工具類の昇降やタワ－ホ－ム上での手渡し作業など重量物の搭上での取扱い操
作が容易ではなく危険をともなう高所作業であった。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のように、従来、行われている延線クランプによる電線の仮接続作業においては、
適用電線が小サイズの場合は、作業員２人が軽量工具（ハンマ－等）を使用して接続を行
っているので作業性に問題はなかった。しかし、それよりも太い電線（３３０ｍｍ２以上
）の場合は、打込力を補うために油圧式打込機などの重量工具を使用して接続を行ってい
るので、その作業性（取扱い操作が難しく時間が掛る）と安全性に問題があった。
　本考案は、このような問題を解決しようとするもので、重量工具を使うことなく作業員
２人によって安全、容易に作業を行うことができる軽量（５ｋｇ）かつ簡便な楔打込用の
治具（取付けた加工物と加工物を正しく当てて工作する道具）を提供するものである。
【０００７】
　また、延線クランプによる電線の仮接続作業においては、電線の中心素線（芯線）に楔
を偏心しないよう押込む手段と、適正な位置まで楔を延線クランプ内に挿入した電線に打
込む、その打込力を調整する処方とが要事であるため、楔を打込む手法としてボルトネジ
の螺挿による押込み法とハンマ－の叩打による打込み法とを併用し、適正な押圧力が挿入
した電線内に発生し、延線クランプが電線を確実に把持することを可能とする操作機能と
構造を具備したクランプ打込用治具を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この考案は、上記目的を達成するために創作されたもので、その特徴は、適用する電線
サイズに関係なく、ハンマ－による楔の打込み処方を前提条件とし、打込まれる楔がハン
マ－の叩打によって偏心（片寄り）することなく電線の中心部に押込まれる仕組みとする
ため、楔をハンマ－により打込む前にネジ切りボルト（押込み兼打込ボルトで、以下、ボ
ルトネジという）のラチェット操作（螺挿）により楔をクランプ本体内に嵌挿した電線に
押込んだ後、打込ボルトネジの後部ナットをハンマ－を使って叩打し、楔を所定の位置ま
で打込んて押込量を調整する処方とする。
【０００９】
　そのため、延線クランプの本体とボルトネジの中心軸とが一直線になるようクランプの
本体を固定する金具とボルトネジを掴持する軸受金具とを所定の間隔を離間させて対隅配
置し、それぞれの金具を締着ボルトによて２個のア－ム材（以下、枠体という）より構成
の固定フレ－ムに取付けることとボルトネジを掴持する軸受金具を締着するネジ孔を長溝
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形（小判形）とし、締着ボルトを緩めて軸受金具を長溝孔の中心軸間の長さだけ後退させ
た後、ハンマ－を使ってボルトネジを打込むことを可能とするクランプ装着治具を構成す
る。この治具に装着したボルトネジのラチェット操作（螺挿）による押込みとハンマ－に
よる打込によってクランプの本体に挿入した電線とクランプの本体との間に押圧、圧着力
を派生させることよって延線クランプに適正な把持力を確保するものである。
【考案の効果】
【００１０】
　この考案による打込治具を使用することによってクランプ本体に挿入した電線の中心軸
となる芯線に楔を正確に打込むことができるので叩打による偏心問題が解消される。
【００１１】
　また、この治具による楔の打込み操作（手作業）は、一人の作業員によって容易かつ確
実に行うことができるので作業性（軽量、簡便、省力等）が一段と向上する。
【００１２】
　また、治具の構造が簡単で、製作も容易であり廉価なので実用性（汎用、補修管理面）
に富んでいる。
【実施例】
【００１３】
　以下、本考案の実施例を添付図面によって説明する。図１～図７は、本考案の打込治具
の実施形態を示す平面図、側面図および断面図で、図１は、仮接続する電線Ｗの末端部が
挿入された延線クランプ本体３を固定フレ－ム２に装着する図１（ａ）のクランプ固定金
具４と電線Ｗに楔１４を押込んだ後、打込むことができる構造のボルトネジ５を掴持した
状態で固定フレ－ム２に装着する図１（ｂ）の軸受金具６（ボルトネジ５に螺接したダブ
ルナット６ａに挟着板６ｂが溶接されてなる）を相対する２個の枠体２ａにそれぞれ２本
の締着ボルト７を使って固定フレ－ム２に組込み、横長長方形の打込治具１を構成する。
【００１４】
　図２は、延線クランプ本体３とボルトネジ５を固定する固定フレ－ム２の枠体２ａを示
すもので幅Ｂが４２ｍｍ、長さＬが２３７ｍｍ、厚さｔが６ｍｍの鋼板よりなる枠体２ａ
の左端部にクランプ固定金具４を固定するネジ孔１２を穿孔し、所定の間隔を置いて右端
部にボルトネジ軸受金具６を固定する長溝ネジ孔１１を穿孔するとともに打込治具に装着
する延線クランプ本体３を掛止する爪部２ｂを左端部のネジ孔１２の下部に形設する。こ
の同形２枚の枠体２ａを対隅的に並行配置して横長長方形の固定フレ－ム２を構成する。
【００１５】
　図３は、クランプ本体３内に挿入した電線Ｗに楔１４を押込み、打込むために使用する
外径１６ｍｍφ（Ｍ１６）、長さ１３５・５ｍｍのボルトネジ５の構造を示すもので、図
４に示すようにボルトネジ５の先端部（前）に打込用のヘッド９を冠着するヘッド取付部
１０を形成し、それより８３ｍｍ幅をＭ２０ボルトのネジ山寸法によって螺刻するととも
にその後端部にＭ１６のナット２個をダブルナット状に固着して打込ナット８を形成する
。
　打込ナット８をスパナやラチェットを使ってボルトネジ５を螺挿操作して楔１４をクラ
ンプ本体３に挿入した電線Ｗの芯線Ｃに押込んだ後、軸受金具６の締着ボルト７を緩めて
軸受金具６を長溝の中心軸幅１１ａ（１２ｍｍ）だけ後退させた後、ハンマ－１７によっ
てナット８を叩打し、芯線Ｃに押込み被嵌した楔１４を所定の位置まで打込む。
【００１６】
　図５は、電線の末端と電線あるいはワイヤ－とを仮接続する場合に使用する延線クラン
プの形状を示すもので、クランプ本体３にクレビス３ａが螺着されている。
　図６は、クランプ本体３に嵌挿した電線Ｗに打込むテ－パ－ピン状（円錐形）の楔１４
の形状を示すもので、先端の直径が３～４ｍｍφ、長さが１００～１４０ｍｍで、その中
心部に挿通孔１４ａが穿孔されている。また、図７は、楔１４を打込む打込器１３を示す
もので、先端に挿通孔１４ａが穿孔され、末端に叩打部１３ａが形成されており、この打
込器１３とハンマ－１７によって楔１４を延線クランプ３内の電線Ｗに打込んで仮接続を
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している。
【００１７】
　図８は、太い電線Ｗを仮接続する場合に使用する楔１４の打込機１５で、油圧ジャッキ
１６を使用しているので重量が６～３７ｋｇと重いため、取扱い操作に手間が掛かる。
【００１８】
　図９は、現行の楔１４を打込む手法を示すもので、延線クランプ本体３に挿入した電線
Ｗの芯線Ｃをマ－キングした後、芯線Ｃに楔１４の挿通孔１４ａを当て、ハンマ－１７を
使って楔１４を打込んでいる。図１０は、仮接続作業の要でもある楔１４の打込み加減を
示すもので、（ａ）図のようにクランプ本体３の末端と電線Ｗとの飛出し高さＨとが５ｍ
ｍ程度となるよう楔１４を芯線Ｃに被嵌（押込）した後、（ｂ）図のように楔１４を電線
Ｗの末端部より深めに打込むことが肝要であるが、打込み過ぎないよう注意しなければな
らない。打込力が強過ぎると電線Ｗがクランプの本体３より押出（摺動）された状況とな
り、所期の把持力が得られず不安全要素を含んだ接続となるので、打込んだ楔１４を引抜
器（図示せず）によって引抜き打込み直しをすることにもなるため打込深（飛出し高）の
調整が課題であった。
　本考案の治具は、上記の現行手法での諸問題を解決するために創案されたもので、軽量
（５ｋｇ）で簡便な機能を備えた延線クランプによる打込治具の提供を可能とした。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】　本考案の打込治具の正面図と側面図。（ａ）　クランプ固定金具　（ｂ）　ボ
ルトネジ軸受金具
【図２】　打込治具の固定フレ－ムの正面図。
【図３】　打込治具の押込（打込）ボルトの正面図と側面図。
【図４】　押込（打込）ボルト用ヘッドの正面図と断面図と詳細図。
【図５】　延線クランプの本体の正面図。
【図６】　テ－パ－付楔の正面図。
【図７】　楔を打込む打込器の正面図。
【図８】　楔を打込む油圧式着脱機の正面と側面図。
【図９】　ハンマ－によるクランプ内挿入電線への楔打込処方図。
【図１０】　クランプ内挿入電線への楔打込状況図。（ａ）　適正打込時の状況図。（ｂ
）　不適正打込時の状況図。
【符号の説明】
【００２０】
　Ｗ　　電線（より線）　　　　　　　　　６ａ　Ｍ２０ナット（ダブル）
　Ｃ　　芯線（鋼線）　　　　　　　　　　６ｂ　挟着板
　¢　　中心線　　　　　　　　　　　　　７　　締着ボルト
　Ｌ　　長さ　　　　　　　　　　　　　　８　　打込ナット（Ｍ１６、ダブル）
　Ｂ　　幅　　　　　　　　　　　　　　　９　　打込ヘッド（楔用）
　Ｈ　　飛出し高（打込深さ調整幅）　　　１０　ヘッド取付部
　ｔ　　厚み　　　　　　　　　　　　　　１１　長溝ネジ孔（打込調整用）
　１　　打込治具　　　　　　　　　　　　１２　ネジ孔（クランプ固定金具用）
　２　　固定フレ－ム　　　　　　　　　　１３　打込器
　２ａ　ア－ム材（枠体）　　　　　　　　１３ａ　叩打部
　２ｂ　爪部　　　　　　　　　　　　　　１４　楔
　３　　延線クランプ本体　　　　　　　　１４ａ　挿通孔（芯線用）
　３ａ　クレビス部　　　　　　　　　　　１５　打込機（油圧式クランプ着脱機）
　４　　クランプ固定金具　　　　　　　　１６　油圧ジャッキ
　４ａ　サドル部　　　　　　　　　　　　１６ａ　クランプ取付リンク
　５　　ボルトネジ（押込、打込用）　　　１６ｂ　楔押付金具
　５ａ　螺刻部（ネジ山：Ｍ２０）　　　　１７　ハンマ－
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　６　　軸受金具（ボルトネジ）　　　　　１８　マ－キング
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月8日(2008.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　架空送電線に使用する鋼心アルミ撚線などの電線相互または電線と牽引用ワイヤ－とを
仮接続して延緊線するために使用する延線クランプの楔を打込む手法であって、
　延線クランプ本体の中心軸とクランプ本体に挿入した電線の芯線に打込む楔の中心軸と
その楔を押込み打込むためのボルトネジの中心軸とが同心軸で一直線状に配列するため２
枚一組のア－ム材よりなる枠体にクランプ本体を固定する金具とボルトネジを把持する軸
受金具とを対隅的、一体的に装着して固定フレ－ムを構成すことを特徴とする延線クラン
プの楔打込用治具。
【請求項２】
　固定フレ－ムの左側部にクランプ本体を固定する金具によってクランプ本体を固定し、
その右側部に押込み兼打込用ボルトネジを把持する軸受金具によってボルトネジを固定し
、クランプ本体の中に切断した電線の末端部を挿入し、その電線の末端がクランプ本体よ
り１ｃｍ程度とび出た状態とした後、より線の芯線にマジックで目印をつけ、その芯線に
楔の尖端を押し当て、ボルトネジにより楔を押込んだ後、打込器とハンマ－によって楔を
所定の位置まで打込むことを特徴とする請求項１に記載の延線クランプの楔打込用治具。
【請求項３】
　押込み兼打込用ボルトネジの前端に押込み兼打込用ヘッドを装着した後、ボルトネジの
後端に装着の打込用ナットをラチェットにより螺入操作して楔を芯線に押込み被嵌し、楔
の後頭部が電線の末端より１ｃｍ程度出た状態でラチェットによる螺入押込み操作を止め
、軸受金具の締付ボルトを緩めてボルトネジを掴持した状態の軸受金具をア－ム材よりな
る枠体に穿設した締付ボルト用長溝孔の調整幅まで後退させた後、ハンマ－によって楔を
所定の位置まで打込むことにより打込んだ楔とクランプ本体内の電線との間に適正な把持
力を確保することを特徴とする請求項１に記載の延線クランプの楔打込用治具。
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